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�月�日に義民の丘（禾津）で、江戸時代の大規

模な農民一揆「山中一揆」の犠牲者をしのぶ

「義民まつり」が開かれました。義民の名を記

した護摩木を炎に投げ入れ、犠牲となった��人

の農民の霊を慰めました。
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上
の
写
真
は
�
月　

日
に
湯
原
つ
ど
い
の
広
場
で
行

��

わ
れ
た
小
児
救
急
講
習
会
の
様
子
。
真
庭
消
防
署
湯
原

分
署
の
職
員
�
人
が
、
心
肺
蘇
生
法
や
子
ど
も
が
誤
飲

な
ど
し
た
際
の
異
物
除
去
の
仕
方
を
指
導
し
、
子
育
て

中
の
母
親
や
つ
ど
い
の
広
場
ス
タ
ッ
フ
が
、
も
し
も
の

と
き
の
対
処
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
真
庭
市
内
で

は
こ
の
よ
う
に
、
小
児
救
急
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会

や
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

真
庭
で
小
児
救
急
な
の
か
。
小
児
救
急
の
取
り
組
み
か

ら
、
地
域
の
医
療
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

����������	
��
　小児救急の講習は受けたことがあります

が、こうして実際に人形を使ってみたのは

初めて。実技をやってみると分かることも

たくさんあって、参加してみて本当に良か

ったです。幸いこれまでは、子どもに何か

あって病院に駆け込むといったことはあり

ませんでしたが、事前に知っておけば安心

ですよね。これでいざというときに、慌て

ることなく対処できるかな。
 横  辺  美 菜   さん
よこ べ み な

（下湯原）
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家族や子どもに何かあったとき
誰が守ってくれるでしょうか
もちろんそれは医療です
でも私たちにもできることがあって
それが地域の医療を守ることにつながることを
皆さんは知っていますか

写真上：手順を確認しなが
ら心肺蘇生法を体験　
写真右：人工呼吸のポイン
トを説明する消防署職員
写真下：乳児の人形を使っ
た異物除去の実習
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県
北
で
あ
り
な
が
ら
高
い
医
療
水
準

　

一
般
的
に
中
山
間
地
の
医
療
と
い
う

と
、
何
か
と
課
題
の
面
ば
か
り
が
取
り
沙

汰
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
真
庭
地
域

の
医
療
は
と
い
う
と
、
む
し
ろ
良
い
面
が

目
立
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
専
門
性
や
交
通
の
面
な
ど
、
都
市
部

と
比
べ
る
と
及
ば
な
い
部
分
は
あ
り
ま

す
。
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
疾
病
の
治
療

を
地
域
内
で
完
結
で
き
て
お
り
、
か
な
り

水
準
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ

け
救
急
医
療
の
面
の
充
実
は
県
南
に
も
引

け
を
と
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
診
療
時
間
外

も
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
病
院
を
救
急

告
示
病
院
と
い
い
ま
す

が
、
真
庭
地
域
に
は
�

カ
所
も
あ
り
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
救
急
の
「
た
ら

い
回
し
」
と
い
う
実
態

は
見
ら
れ
ず
、
新
見
市

な
ど
域
外
か
ら
も
受
け

入
れ
て
い
る
ほ
ど
。
県

北
に
位
置
し
な
が
ら
、

県
南
に
依
存
し
て
い
な

い
の
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
す
。

地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
会
の
ま
と
ま
り

　

こ
れ
を
実
現
し
て
い
る
要
因
は
、
医
師

会
（
医
療
機
関
）
の
ま
と
ま
り
、
そ
れ
と

も
う
一
つ
は
医
師
と
地
域
と
の
良
好
な
関

係
で
し
ょ
う
。
医
師
会
で
は
、
定
例
的
な

研
修
会
や
若
手
の
勉
強
会
を
す
る
な
ど

し
、
地
域
医
療
の
充
実
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る

と
気
付
き
に
く
い
こ
と
で
す
が
、
真
庭
の

地
域
医
療
の
あ
り
方
は
優
良
な
事
例
と
い

え
ま
す
。
全
国
的
な
評
価
は
、
ま
る
で

「
真
庭
に
学
べ
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

課
題
を
見
つ
め
地
域
で
で
き
る
こ
と
を

　

真
庭
地
域
で
は
、
小
児
科
医
や
外
科
医

な
ど
医
師
の
確
保
が
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も

医
療
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
現
実
は
、

医
師
一
人
一
人
に
か
な
り
負
担
が
掛
か
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ

れ
を
た
だ「
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」

と
見
過
ご
し
て
い
て
は
、
地
域
の
医
療
を

守
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
真
庭
保
健
所
管
内
で
は
、
平
成　

年
��

度
に
真
庭
地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議

会
を
設
置
。
そ
の
中
の
救
急
部
会
で
、
ニ

ー
ズ
に
対
し
て
医
師
の
少
な
い
「
小
児
救

急
」
に
重
点
を
置
い
て
、
研
修
会
や
出
前

講
座
な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
や
家
庭
で
ま
ず
対
処
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
そ
れ
を
考
え
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
第
一
歩
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

 池  本  雅 裕   さん
いけ もと まさ ひろ

（湯原分署）

　

真
庭
地
域
の
医
療
は
ど
う
な
の
か
。
そ
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
岡

山
県
真
庭
保
健
所
の
井
上
康
二
郎
所
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�　

真
庭
地
域
の
医
療
の
現
状
は
？

 井  上  康  二  郎  真庭保健所長
いの うえ こう じ ろう

���������	
��
特集

��������	
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　救急車が現場に到着するまでにはどうしても時間がかか

ります。ですから、心臓や呼吸が止まった人の命が助かる

可能性は、そこに居合わせた人の救命処置による部分が実

は大きいのです。小児救急の講習は増えてきましたが、こ

のような機会にしっかり身に付けていただきたいと思いま

す。何より知っているということは、いざというときに行

動を起こす勇気につながります。心停止の予防から���番通

報、心肺蘇生法まで、落ち着いて対処することができれば、

大切な命を守ることができるはずです。

�
参加者の声を聞きました

�����
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地
域
医
療
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
各
地
で

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
に
「
真
庭
市
地

��

域
医
療
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
�
年
を
か
け
市
内
�
地
区
で

医
師
、
行
政
、
地
域
の
関
係
者
な
ど
に
よ

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
県
の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
い

て
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
地
域
医
療
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
は
県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
。

真
庭
市
で
は
、
全
地
区
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
医
師
不
足
や
通
院
時
の
交
通
問
題
な

ど
の
課
題
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
逆
に
在
宅

医
療
の
充
実
や
隣
近
所
の
声
掛
け
に
よ
る

重
症
化
の
防
止
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活

動
な
ど
良
い
面
も
見
え
ま
し
た
。
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
専
門
家
か
ら
い
た
だ
い
た
「
医

師
数
の
割
に
は
医
療
満
足
度
が
高
い
」
と

い
う
感
想
に
は
、
真
庭
の
現
状
が
よ
く
現

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
の
充
実
は
地
道
な
取
り
組
み
が
カ
ギ

　

市
民
が
医
療
の
主
役
と
し
て
関
係
者
と

膝
を
交
え
、
わ
が
ま
ち
の
医
療
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
る
。
こ
れ
は
、
将
来
真
庭
市

が
医
療
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
な

が
り
ま
す
。
医
師
が
「
来
た
い
」
と
思
う

地
域
に
な
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
真

庭
地
域
の
課
題
は
や
は
り
医
師
不
足
。
特

に
小
児
科
医
の
不
足
は
顕
著
で
す
。「
医
師

が
足
り
な
い
」
と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
だ

け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
治
療
を

イ
メ
ー
ジ
し
て「
お
医
者
さ
ん
で
な
い
と
」

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
自
分
で
も
で
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
現
在
行
っ
て
い
る
小

児
救
急
の
取
り
組
み
が
そ
の
一
つ
。
こ
の

よ
う
に
地
域
で
で
き
る
こ
と
に
確
実
に
取

り
組
み
、「
真
庭
の
病
院
で
頑
張
り
た
い
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
地
域
を
築
い
て
い
き

た
い
で
す
ね
。医
療
も
大
切
な
地
域
資
源
。

そ
の
資
源
を
守
る
た
め
の
地
道
な
努
力
は

必
ず
将
来
実
を
結
ぶ
は
ず
で
す
。

　

医
療
を
守
る
た
め
に
地
域
が
や
る
べ
き
こ
と
は
。
真
庭
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
真
庭
市
健
康
推
進
課
の
大
熊
江
美
子
課
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�　

医
療
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
私
た
ち
は
何
を
？

 大  熊  江  美  子  
おお ぐま え み こ

健康推進課長
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写真上：美甘地域医療ミーティング（平
成��年��月��日）　写真左：勝山地域医
療ミーティング（平成��年�月��日）

【一次医療圏】　真庭市

健康管理、予防、一般的な疾病や外傷などに対

処して、住民の日常生活に密着した医療・保健・

福祉サービスを提供する区域

【二次医療圏】　真庭市、新庄村

特殊な医療を除く、入院治療を主体とした一般

の医療需要に対応するために設定する区域

【三次医療圏】　岡山県全域

一次・二次医療圏で対応することが困難で特殊

な医療需要に対応し、より広域なサービスを提

供する区域※岡山県保健医療計画（平成��年�月）より

二次医療圏別の医師数 （平成��年��月��日現在） 単位：人

津山
英田

真庭
高梁
新見

県南
西部

県南
東部

区分

���.����.����.����.����.�人口��万人当たり総　　　数

��.���.���.���.����.�人口��万人当たり内　科　医

�.��.��.��.���.���歳未満�万人当たり小 児 科 医

�.��.��.��.���.�出生数�����人当たり産婦人科医
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　岡山県では、病院が閉まっている夜間や休日に子
どもの急病などで困ったときのために、小児救急相
談電話「♯����」を開設しています。救急車を呼んで
いいのか、医療機関へ連れて行った方がいいのか、
それとも様子を見ればいいのか。悩んだ場合に適切
なアドバイスを聞くことができます。
相談電話番号�「#����」
　　　　　　　または「���-���-����」

���������	
��
�
��

小児救急相談電話

�����

＃����への電話のかけ方
次のような流れで聞かれますので、落ち着いて
はっきりと、簡潔に答えましょう！
「はい、電話相談です」
「子どもは何歳ですか？」
「居住地はどこですか？」
「お父さんですか？お母さんですか？」
「相談内容は？」

心配な症状をチェック

��������������

　「これって急いで受診した方がいい診した方がいいの？」発
熱や嘔吐、誤飲など、子どもが起こしやすい
代表的な傷病をまとめたガイドブックです。
具体的な症状が記載されており、該当すれば
すぐに受診。いざというときに役立ちます。

　冷静な観察や適切な対処ができるために、また、適切に医療機関を
受診できるように小児救急研修会を開催します。当日は事前予約によ
る託児も行いますので、気軽にご参加ください。

■場所　勝山文化センター
■対象　乳幼児の保護者など子育てに関わっている人
■内容　・栄徳隆裕先生（岡山大学病院小児科）のお話
　　　　・真庭消防署職員の指導による実習
　　　　　水辺の事故の対処法、心肺蘇生法など
■参加費　無料
■申込方法　�月�日�までに電話でお申し込みください
■申し込み・問い合わせ先
　　　　岡山県真庭保健所　℡����-��-����

［主催］岡山県真庭保健所、真庭地域医療再生計画推進協議会

子どもが急に発熱した、病気になった、けがをした…。
そのときあなたは何ができますか？

���������	
��
�

������� � /� �
ｓｕｎ

��：�����：��

（市役所健康推進課、振興局・各支局の市民福祉課
で入手できます）
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落
合
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
の
起
工

式
が
�
月　

日
、
建
設
地
で
あ
る
落

��

合
公
民
館
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
約　

人
が
出
席
し
、
工
事
の

��

安
全
を
祈
り
ま
し
た
。
建
物
に
は
地

域
産
木
材
も
使
用
し
、
冷
暖
房
設
備

に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

採
用
。
木
造
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
�
階
建
構
造
で
、
延
床
面
積
は
総

合
セ
ン
タ
ー
棟
が
約
�
千
�
�
�
平

方
㍍
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
が
約
�
�

�
平
方
㍍
。
同
セ
ン
タ
ー
は
落
合
支

局
の
ほ
か
、
公
民
館
、
図
書
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
る
も
の

で
、
平
成　

年
度
中
の
開
所
を
目
指

��

し
て
い
ま
す
。

落合地域総合センター起工式

開所に向け建設工事始まる

交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
開
所
式

「
交
流
・ 
定
住
」の
拠
点
を
整
備

入り口に掲げられた交流定住センターの看板

　

交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
�
月

　

日
、
市
民
活
動
支
援
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ

��ま
し
た
。
移
住
や
定
住
の
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
同
プ
ラ
ザ
内
に
整
備
し
た
も
の

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員

が
常
駐
。
当
面
は
移
住
希
望
者
ら
の
相
談

に
対
応
し
な
が
ら
、
空
き
家
や
生
活
環
境

な
ど
の
情
報
を
集
め
た
「
地
域
カ
ル
テ
」

の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
市
で
は
、「
交

流
・
定
住
」
を
市
政
の
最
重
点
施
策
と
位

置
付
け
て
お
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

歴
史
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

歩
い
て
実
感
、地
域
の
歴
史

　

地
域
の
史
跡
な
ど
を
歩
い
て
訪
ね
る
歴

史
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
久
世
生
涯
学
習
推
進

会
議
・
久
世
公
民
館
主
催
）
が
、
�
月　
��

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
落
合
中
学
校
に
集

ま
っ
た　

人
の
参
加
者
が
木
山
神
社
、
木

��

山
寺
を
目
指
し
て
出
発
。
木
山
神
社
の
参

道
に
は
神
社
ま
で
の
距
離
を
示
す
丁
石

（
ち
ょ
う
い
し
）
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
参

加
者
は
足
を
止
め
な
が
ら
の
ん
び
り
と
歩

い
て
い
ま
し
た
。
木
山
神
社
か
ら
は
落
合

坂
と
呼
ば
れ
る
山
道
を
た
ど
り
、
木
山
寺

を
目
指
し
ま
し
た
。

木山神社参道の丁石に見入る参加者

起工式で鍬入れをす
る太田市長

落合地域総合センターの完成予想図



市政に関する動きの一部を紹介します

�������高槻市長、真庭市を訪問

昨年、市が実施したＩＣ
Ｔ街づくり推進事業を通
じて、普及への課題や地
域の声を反映する観点か
ら、同事業推進会議が地
域懇談会を行いました。
バイオマス事業の視察や
林業関係者との意見交換
会が行われました。

�������真庭で視察と地域懇談会開催

�
������

真
庭
市
教
育
委
員
人
事

委
員
長
と
職
務
代
理
者
を
選
任

教育委員（委員長職務代理者）

 森  川   洋 子    氏
もり かわ よう こ

（��歳・下中津井在住）

　

平
成　

年
�
月
第
�
回
真
庭
市
議
会
定

��

例
会
（
�
月　

日
）
に
、
任
期
満
了
に
伴

��

う
教
育
委
員
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、

小
谷
眞
人
氏
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
�
月　

日
に
は
、
教
育
委
員
長
ら
の

��

任
期
満
了
に
伴
い
、
第
�
回
教
育
委
員
会

を
開
催
。
教
育
委
員
長
に
小
谷
眞
人
委
員

が
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
森
川
洋
子
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
小
谷

委
員
は
�
回
目
の
就
任
、
森
川
委
員
は
�

回
目
の
就
任
。
役
職
の
任
期
は
平
成　

年
��

�
月　

日
か
ら
�
年
間
で
す
。

��

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

真庭市の人口減にス ト ッ プを！
　最近、人口減少に警鐘を鳴らす調査や報道が多いです。

実はかなり前から指摘されており、体系的な対応策が取

られないまま今日に至っています。真庭市についても深

刻です。既に市議会などでも対策をとることを宣言し、

��年度当初予算でも対策費を計上しました。交流定住セ

ンターを設置し、組織体制も作りました。今後すべての

施策を人口減ストップにつなげていきます。市民の皆さ

んにも積極的に動いていただき、総力を挙げて、まずは

社会減を止めましょう。

第　

回
岡
山
県
操
法
訓
練
大
会

��
迅
速
で
正
確
な
動
作
を
競
う

声援を受け、練習の成果を披露する蒜山方面隊

　

�
月　

日
、
第　

回
岡
山
県
消
防
操
法

��

��

訓
練
大
会
が
、
岡
山
県
消
防
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
岡
山
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

内
か
ら
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に　

チ
ー

��

ム
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に　

チ
ー
ム

��

が
出
場
し
、
消
防
器
具
の
基
本
操
作
の
速

さ
や
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。
真
庭
市
か

ら
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
、
美
甘
方

面
隊
と
蒜
山
方
面
隊
が
出
場
。
選
手
は
、

指
揮
者
の
号
令
の
も
と
、
的
確
な
動
作
で

ホ
ー
ス
を
連
結
す
る
な
ど
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

���Maniw a

新規就職者激励会が本庁
舎で行われ、今年度市内
で就職した���人が参加。
「求められる社会人の意
識と行動」と題し記念講
演が行われ、時間と約束
は必ず守るなど、社会人
としての心構えを学びま
した。

�������若い力に期待 ！ 新規就職者にエール

教育委員長

 小  谷   眞 人    氏
こ だに まさ と

（��歳・久世在住）

※社会減とは、転出者が転入者を上回り、人口が減ることをいいます。

観光交流並びに災害相互
応援に関する協定を締結
している、大阪府高槻市
濱田剛史市長が訪問され
ました。銘建工業などの
視察の後、本庁舎で市長
と会談され、今後の両市
の協力の方法などについ
ての確認が行われました。



Maniwa ��

�月�日からサービス開始休日でも夜間でも
お知らせワ イ ド
���������	����
����


総合計画に皆さんの声を��年後の姿を描く
お知らせワ イ ド
���������	����
����


■
取
り
扱
う
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
（
本
人
、
同
一
世
帯
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
）

■
電
話
予
約
受
付
時
間

市
役
所
開
庁
日
の

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
受
け
取
る
場
所
と
時
間

【
本
庁
舎
お
よ
び
蒜
山
振
興
局
】

平
日
▼
午
後
�
時　

分
〜
午
後
�
時

��

休
日
▼
午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時

��

【
各
支
局
】

休
日
▼
午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
受
け
取
り
方
法

予
約
を
し
た
庁
舎
の
宿
日
直
窓
口
で
交
付

し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
で
き
る
書
類
（
顔
写
真
入
り
の
も
の
）

を
提
示
し
、
料
金
と
引
き
換
え
に
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
印
鑑
登
録

証
明
書
の
場
合
は
印
鑑
登
録
証
が
必
要

で
す
。

　

「
住
民
票
の
写
し
」
と
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
に
つ
い
て
、
電
話
で
予
約
を
す
れ

ば
宿
日
直
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
手
続
き
は
簡

単
で
す
の
で
、「
平
日
の
昼
間
に
市
役
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」「
頼
め
る（
委

任
で
き
る
）人
が
い
な
い
」と
い
う
人
な
ど
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

生
活
環
境
部
市
民
課　

中
川　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

住
民
票
の
写
し
、 
印
鑑
登
録
証
明
書

�
�
�
�
��
��
�
�

　

第
�
次
真
庭
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
最
も
重
要
な
計
画
で
、市
の
全
て
の
施

策
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
議
論
し
、
多
く
の
声
を
総

合
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

総
合
政
策
部
総
合
政
策
課　

石
田　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
��
��
�

��
��
�
�
��
��
�
�
�

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容

【
基
調
講
演
】

　

○
テ
ー
マ

　

『
真
庭
の
ひ
と
・
ま
ち
・
市
役
所

　
　

〜　

年
後
の
真
庭
市
の
姿
〜
』

��

　

○
講
演
者

　
　

太
田　

昇
真
庭
市
長

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

多
田
憲
一
郎
氏（
岡
山
商
科
大
学
教
授
）

　

○
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

昇　

秀
樹
氏（
名
城
大
学
教
授
）

　
　

井
上
恭
介
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
）

　
　

川
村
雅
人
氏（
三
菱
総
合
研
究
所
）

　
　

太
田　

昇
真
庭
市
長

■
定
員　

�
�
�
人（
申
込
不
要
）

■
参
加
費　

無
料

第���次真庭市総合計画っ て？

 ��年後の真庭市の姿を想定し、それを

実現していくための��カ年計画（平成

��年度～平成��年度まで）です。真庭

市の計画の最上位計画で、市政の基

本方針を示すものとなります。

※支局では夜間（17 :15～21 : 00）の交付ができませんので、夜間の受け取りを希望する場合は、�
本庁もしくは蒜山振興局にご予約ください。�

支局で�
受け取る場合�

振興局で�
受け取る場合�

本庁で�
受け取る場合�

平日の開庁時間内（8：30～17：15）に�
受け取りを希望する窓口へ電話し予約�

休日の�
8：30～17：15に日�
直で受け取り�

平日の17：15～21：00�
もしくは�

休日の8：30～21：00に�
宿日直で受け取り�



���Maniwa

ペレットストーブなど設置補助申請は着工前に
お知らせワ イ ド
���������	����
����


木質バイオマス燃 木質バイオマス燃料料のストーブ、農業用ボイラ

��������������
　真庭市ではバイオマスの利活用を推進しています。その一環として、木質バ
イオマスを燃料とする、ストーブまたは農業用ボイラの設置に対する経費の一
部を補助しています。設置を予定している人は期間内に申請してください。

 �問   産業観光部バイオマス政策課　石倉　℡����-��-����

身近で大切な選挙です任期満了に伴い実施
お知らせワ イ ド
���������	����
����


���������
　真庭市農業委員会委員の任期（�年間）が�月19日に満了するため、選挙が行われます。農業委員
会は、農地の荒廃や無秩序な開発などを監視・抑止する目的で、農地の売買・転用に関する許可や、
あっせん、利用権の設定などを行っており、農地を耕作されている人には身近で大切な選挙です。

 �問   真庭市選挙管理委員会（総務部総務課内）　細川　℡����-��-����

■対象者　真庭市内の個人または事業者

■補助対象　市内の住宅または事業所に、木質

ペレットストーブ、薪ストーブ、木質バイオマ

ス農業用ボイラを新たに購入し、設置する経費

（薪ストーブの場合は経費が��万円以上のもの

が対象）

■補助率　設置経費の�分の�以内（ストーブ

は��万円、ボイラは��万円が上限）

■補助要件　平成��年�月��日�までに設置で

きること

■受付期間　�月��日�～��月��日�

※予算の範囲内で先着順

■提出書類

①真庭市木質バイオマス利用開発推進事業補助

金交付申請書②住民票または事業所の所在が分

かる書類③市税完納証明書④カタログ（メーカ

ー、型番などが分かるもの）⑤見積書（写し）

工事着工後の申請は、補助金の交付対
象となりませんので、必ず着工前に申
請してください!

■告示日　�月��日�

　　　　　（立候補届出受付は �：��～��：��）

■期日前投票　�月��日�～�月�日�

　　　　　投票時間��：��～��：��

■投票日　�月�日�

　　　　　投票時間��：��～��：��

■委員の定数　��人

（北房選挙区�人、落合選挙区��人、久世選挙

区�人、勝山選挙区�人、美甘・湯原選挙区�

人、中和・八束選挙区�人、川上選挙区�人

※他の選挙区の投票所では投票できませんので

ご注意ください。（期日前、投票日当日とも）

��月�日に実施

�����

平成��年度真庭市農業委員会委員選挙人名簿に登録
されている人で次の要件を満たす人
①真庭市内に住所を有する人②��歳以上の人
③��アール以上の農地を耕作している人か、その同
居の親族、または配偶者
※選挙権（投票）は平成��年�月��日、被選挙権
（立候補）は平成��年�月�日現在で算定
※同居の親族、または配偶者の場合は、農業委員会
がおおむね��日以上耕作に従事していると認めた人

立候補できる人、投票できる人は？

立候補予定者
説明会���

■日時　�月��日�　��：��～
■場所　久世公民館



事前にチェックを出水期に備えて
お知らせワ イ ド
���������	����
����


■
自
分
で
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

　

災
害
情
報
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
行
政
告
知
放
送
な
ど
で
発
信

さ
れ
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
な
ど
を
使
っ
て
自
分
で
集
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

真
庭
市
雨
量
監
視
シ
ス
テ
ム

　

真
庭
市
で
は
、
市
内　

地
点
の

��

雨
量
が
分
か
る
雨
量
監
視
シ
ス
テ

ム
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

て
い
ま
す
。　

分
間
、
�
時
間
、

��

累
計
雨
量
の
�
種
で
表
示
。「
今
の

雨
量
は
？
」
雨
が
続
い
た
と
き
な

ど
に
気
に
な
る
情
報
を
、
自
分
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
る　

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
は
、

��

河
川
状
況
も
確
認
で
き
ま
す
。

防
災
情
報
メ
ー
ル

　

岡
山
県
危
機
管
理
課
が
提
供
す

る
最
新
の
防
災
情
報
が
手
に
入
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
気

象
台
の
発
表
す
る
各
種
の
警
報
や

注
意
報
、
地
震
・
津
波
情
報
、
避

難
情
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な

ど
、
役
立
つ
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。
登
録
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
岡
山
県
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

に
接
続
し
、

手
順
に
沿
っ

て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

（
登
録
無
料
）

■
地
域
で
整
え
る
防
災
体
制

　

災
害
時
に
は
一
人
で
は
対
処
で

き
な
い
事
態
に
直
面
し
ま
す
。
真

庭
市
で
は
、
地
域
が
力
を
合
わ
せ

て
防
災
活
動
を
行
う
「
自
主
防
災

組
織
」
の
組
織
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
補
助
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
地
域
の
防
災
力
強
化
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
補
助
金

　

自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
整
備

を
支
援
す
る
補
助
金
で
す
。

■
補
助
対
象
団
体

自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
が
最
小

単
位
）

■
補
助
対
象
経
費

情
報
連
絡
用
具
、
消
防
用
具
、
救

出
・
救
急
用
具
、避
難
用
具
、給
食
・

給
水
用
具
、
収
納
庫
な
ど
防
災
資

機
材
購
入
に
係
る
経
費

■
補
助
金
額

組
織
に
加
入
す
る
世
帯
数
×
千
円

※
そ
の
他
、避
難
誘
導
看
板
整
備
、

地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
整
備
、
自
主

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
対
す
る
補

助
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

降
水
量
が
増
え
出
水
期
に
入
る
�
月
は
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
自
然

災
害
の
危
険
が
増
す
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
備
え
は
大
丈
夫
で
し

ょ
う
か
。
個
人
や
地
域
で
で
き
る
備
え
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
出
水
期

を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

�問
 
　

危
機
管
理
課　

岩
野　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
���
��
�
	�

�
��
�

雨量監視システム（雨量情報）
ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ/ｈｔｍｌ/ｕｒｙｏｕ/

増水した旭川（平成��年�月�日）

ご注意ください!
ダムの放流による増水

　川での作業、釣り、子どもの遊びなど
には十分気を付けてください。ダムの放
流を知らせるサイレンが鳴ったときに
は、川の水が増えますので、直ちに川か
ら上がってください。

中国電力株式会社津山電力所



��� Maniwa

住宅耐震ホップ・ステップ・ジャンプもしもに備えて
お知らせワ イ ド
���������	����
����


� 歳からのクラシック
お知らせワ イ ド
���������	����
����


耐
震
診
断
の 
一 
部
を
支
援

　

支
援
の
対
象
と
な
る
建
築
物
は
、

昭
和　

年
�
月　

日
以
前
に
建
築
さ

��

��

れ
た
�
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
な

ど
で
す
。
�
戸
あ
た
り
の
耐
震
診
断

に
掛
か
る
自
己
負
担
額
は
、
�
千
円

で
す
。（
構
造
な
ど
の
条
件
に
よ
り
負

担
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

ま
た
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
が

主
催
す
る
、
耐
震
に
つ
い
て
の
講
習

会
に
専
門
家
の
講
師
を
招
い
て
、
耐

震
化
の
必
要
性
や
対
策
手
法
、
支
援

策
と
そ
の
活
用
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
無
料
で
講
習
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
が
平
成　

年
��

　

月　

日
に
施
行
さ
れ
、
昭
和　

年

��

��

��

�
月　

日
以
前
に
着
工
し
た
建
築
物

��

で
あ
っ
て
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
建
築
物
な
ど
の
う
ち
、
大
規

模
な
も
の
で
左
表
の
要
件
に
当
た
る

も
の
が
、
耐
震
診
断
の
義
務
付
け
対

象
（
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築

物
）
建
築
物
と
な
り
ま
し
た
。
耐
震

診
断
の
結
果
は
、
所
管
行
政
庁
へ
平

成　

年　

月　

日
ま
で
に
報
告
し
な

��

��

��

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
建
築
物
の
耐
震
診
断

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

真
庭
市
で
は
、も
し
も
の
と
き
に
備
え
、木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断（
ホ
ッ

プ
）、診
断
後
の
補
強
計
画（
ス
テ
ッ
プ
）、補
強
計
画
に
基
づ
い
た
耐
震
改
修
工

事（
ジ
ャ
ン
プ
）に
掛
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

建
設
部
都
市
住
宅
課　

畦
崎
・
池
田　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
��
�
�
�
�
�
	



◎耐震診断が義務付けされた施設

規模（階数および面積）建築物の用途

階数�および床面積の
合計�����㎡ 以上

病院、店舗、旅館など

階数�以上および床面
積の合計�����㎡ 以上

老人ホーム、老人短期
入所施設、福祉ホーム
など

階数�以上および床面
積の合計�����㎡以上

一定以上の危険物の貯
蔵場または処理場の用
途に使用する建築物

素敵な出会いを
お知らせワ イ ド
���������	����
����


まにわ縁結び推進委員会がプロデュースするキ
ャンプイベントです。結婚に前向きな人の参加
をお待ちしています。

●申し込み・問い合わせ先　クリエイト菅谷
　℡����-��-����（Ｆ Ａ Ｘ����）
　Ｅ-ｍａｉｌ：ｃｒｅａｔｅ�ｓｕｇｅｄａｎｉ@ｃｈｉｖｅ�ｏｃｎ�ｎｅ�ｊｐ

�������������������
～サマーキャンプ  i n  美甘～

と　き   �月��日�～��日�
ところ   ク リエイ ト菅谷 （真庭市美甘���� - �）

◆対象　○男性　真庭市在住の��～��歳までの
　　　　　　　　独身
　　　　○女性　��歳以上の独身（住所不問）
◆定員　男女各��人
　※定員を超える場合は抽選
◆参加費　○男性�����円　○女性�����円　
◆申込期限　�月��日�
◆申込方法
　電話・Ｆ ＡＸ・Ｅメールなどで申し込んでください。
申込書は市ホームページなどから入手できます。

�月��日�
（勝山文化センターポンテホール）

■��：��  開場
■��：��  開演

この公演は、宝くじの助成
により開催します

●入場料
　大人 �����円
　中学生以下 �����円
　※未就学児無料

�問   勝山文化センター
　 ℡����-��-����

観ても聞いても楽しい !
動物たちが素敵な音楽を奏でます

～ズーラシアンブラスと弦うさぎ～～ズーラシアンブラスと弦う さぎ～



※写真はイメージ�

価格�

販売数量�

商品名�

Maniwa��

対象者に申請書をお送りします申請を忘れずに
お知らせワ イ ド
���������	����
����


市内直売所を紹介少量の野菜でも大丈夫
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
用
書
類
を
、

対
象
者
に
�
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

（
臨
時
福
祉
給
付
金
は
税
の
お
知
ら
せ

と
一
緒
に
対
象
者
の
世
帯
に
送
付
）

▼
申
請
な
ど
に
つ
い
て

①
受
付
期
間
は
、
�
月
�
日
�
〜　
��

月
�
日
�
で
す
。

②
申
請
方
法
は
、
郵
送
ま
た
は
窓
口

で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

③
支
給
方
法
は
、
原
則
口
座
振
込
と

し
ま
す
。

�
月
�
日
か
ら

受
付
開
始

▼
そ
の
他

①
�
つ
の
給
付
金
を
重
複
し
て
受
け

取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
臨
時
福

祉
給
付
金
が
優
先
）

②
ど
ち
ら
の
給
付
金
も
、
生
活
保
護

受
給
者
は
対
象
外
で
す
。　

③
平
成　

年
�
月
�
日
以
降
に
真
庭

��

市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
転
入
前
の

住
民
登
録
の
あ
っ
た
市
町
村
へ
申
請

方
法
や
時
期
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

④
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
で
、
他
の
市
町
村

か
ら
住
民
票
を
移
せ
ず
に
真
庭
市
に

住
ん
で
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
真
庭

市
で
申
請
受
付
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対象者
　基準日（Ｈ������）に真庭市に住民登録があり、
平成��年度分の市民税（均等割）が課税されない人
※市民税が課税される人の扶養親族は対象外
■給付額　対象者�人につき������円　
（老齢基礎年金・障害基礎年金の受給者や児童扶養手
当・特別障害者手当の受給者などは、�人につき
�����円を加算）

�問   健康福祉部福祉課　藤本・難波
　　℡����-��-����

　

■対象者　
　基準日（Ｈ������）に真庭市に住民登録があり、
平成��年�月分の児童手当を受給している人
■支給対象児童　平成��年�月分の児童手当の対象
となる児童（平成��年�月�日生まれの児童を含む）
※基準日より後に生まれたお子さんや、基準日以降
に亡くなったお子さんは対象外です。
■給付額　児童�人につき������円

�問   健康福祉部子育て支援課　樋口・二若
　　℡����-��-����

 臨時福祉給付金（市民税の非課税者）

 子育て世帯臨時特例給付金（１月分の児童手当受給者）

　農家が直接出荷している農産物が、新鮮で安

全・安心を求める消費者から人気を集めていま

す。直売所は、少量であっても出荷することができ

ます。詳しくは、各直売所へお問い合わせください。 

�問   産業観光部農林振興課　角田

　℡����-��-����

������
�������

電話番号直売所名

����-��-����道の駅「風の家」

����-��-����ふるさとふれあい特産館

����-��-����ひまわり館

����-��-����健康の里

����-��-����きらめきの里

����-��-����ふれあい即売センター

����-��-����道の駅「醍醐の里」

����-��-����コスモスの里特産品ふれあいセンター

��������	
�����
　真庭あぐりネットワーク推進協議会では、市内の直売所と連携し、
農産物を相互に輸送する事業に取り組んでいます。丹精込めて育てた
野菜を、各直売所で販売することができます。ぜひご利用ください。

�輸送日程　毎週月・水・金曜日に輸送
　　　　　　※集荷時間などは各直売所で異なります。
�参加のルール
①輸送手数料は、販売金額の�％
　※各直売所の販売手数料に加算されます。
②各直売所の出荷登録が必要
　※登録料は、各直売所で異なります。

登録すれば直売所
に行かなくても携
帯電話やパソコン
で売上状況が確認
できます。



【協力】ＬＩＦＥ ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＳＰＡＣＥ ＯＶＥ 『株式会社シマノ』

��� Maniwa

納付期限をご確認ください平成��年度介護保険料
お知らせワ イ ド
���������	����
����


自転車の楽しさ・魅力を発見
お知らせワ イ ド
���������	����
����
 農業相談の日程

お知らせワ イ ド
���������	����
����


農業問題相談を実施 します
　真庭市農業委員会では、農業問題相談会を行

います。農地の売買・貸借、住宅などへの農地転

用、農業者年金制度など農業に関するさまざま

な問題について農業委員が相談に対応します。 

�問   農業委員会事務局　森本　℡����-��-����

●相談実施日程

会　場日　時

落合支局�：��～��：���/��
� 北房支局��：��～��：��

本庁舎�：��～��：���/��
� 勝山保健福祉センターもくせい��：��～��：��

美甘支局�：��～��：���/��
� 湯原支局��：��～��：��

蒜山振興局��：��～��：���/��
�

　ひざなどに負担を掛けず運動ができ、歩くよ
りも早く、車よりもゆったり散策できる自転
車。今、「健康」「環境」「観光」の面からも注目
されている、自転車の楽しさ・魅力を、私たち
も一緒に学んでみませんか。

　場所　レストハウス白樺の丘
　　　　（真庭市蒜山上福田����-���）

　�問   産業観光部商工観光課　石賀
℡����-��-����　　 　　　　   

��������
さん そう

��������
～自転車を活用した新たなまちづくりに向けて～

��/� �
��：��～��：��
参加無料

Ｑ
・ 

介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
引
か

れ
る
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
・  
年
金
額
が　

万
円
未
満（
年
額
）の

��

人
は
年
金
か
ら
差
し
引
く
特
別
徴
収
が

で
き
な
い
た
め
、納
付
書
な
ど
で
納
め

る
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。ま
た
、新
た

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
人

は
、初
め
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
・ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
予

定
が
な
い
が
保
険
料
を
払
わ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
・ 

介
護
保
険
は
介
護
が
必
要
な
人

を
み
ん
な
で
支
え
助
け
合
う
制
度
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
・ 

３
月
に
仕
事
を
や
め
ま
し
た
。
今

年
の
介
護
保
険
料
か
ら
安
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
・ 

今
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
昨
年

の
所
得
と
そ
れ
に
か
か
る
住
民
税
の
課

税
状
況
に
よ
り
保
険
料
の
段
階
が
決
ま

り
ま
す
。
現
在
の
収
入
が
保
険
料
に
反

映
す
る
の
は
来
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
介
護
保
険
料
（　

歳
以
上
）
の
納
付
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
徴
収
の
第
�
期
の

��

��

納
付
期
限
は
�
月　

日
�
で
す
。（
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
�
月
か
ら
仮
徴
収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。）

��

�
月
中
旬
に
保
険
料
の
通
知
書
と
納
付
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
各
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

�問
 
　

健
康
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課　

池
田　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
	


�

Ｑ
＆
Ａ　

よ
く
あ
る
質
問

生活保護を受けていますか？�

住民税が課税されていますか？�

同じ世帯に住民税が�
課税されている人がいますか？�

老齢福祉年金を�
受給していますか？�

課税年金収入額と合計所得金額の�
合計は８０万円以下ですか？�

課税年金収入額と合計所得金額�
の合計は８０万円以下ですか？�

前年の合計所得金額は�
１９０万円以上ですか？�

はい�

はい�

いいえ�

はい� いいえ�

いいえ� はい�

はい� いいえ�

はい� いいえ�

いいえ�

いいえ� はい�

年
額�基準額×０.５�

27,240円
基準額×０.５�

27,240円�
基準額×０.７５�

40,860円�
基準額×０.９�

49,030円�
� 基準額×１.０�

54,480円�
� 基準額×１.２５�

68,100円�
� 基準額×１.５�

81,720円�
�

介護保険料額をチェックしましょう（６５歳以上の人）�

54,480円�
真庭市の介護保険基準額�
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
筆
立
て

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
牛
乳
パ
ッ
ク

�
個
、
は
さ
み
、
の
り
、
物
差
し

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
牛
乳
パ
ッ
ク
が
な
い
場
合
は
、

用
意
し
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
定
員　
　

人
��

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
文
化
芸
術
祭
の
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

・
水
「
文
化
の
苗
に
水
を
」

・
太
陽「
文
化
の
木
に
陽
射
し
を
」

・
森
「
文
化
の
都
市
創
造
を
」

■
応
募
方
法　

振
興
局
・
各
支
局

総
務
振
興
課
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
に
設
置
し
て
い
る
募
集
用

紙
に
記
入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
作
品
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が

あ
る
場
合
は
、
別
途
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形

式
で
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
内
の
公
共
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
・
市
設
置
の
浄
化
槽
に
接

続
す
る
工
事
は
、
市
の
指
定
を
受

け
た
事
業
者
の
み
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
指
定
を
希
望
す
る
事
業

者
は
受
付
期
間
内
に
下
水
道
課
へ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

筆
立
て
を
作
り
ま
す

　

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
住
宅

①
寺
前
住
宅
・
久
世
�
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

戸
（
平
成
�
年
建
築
）
②
原
方
新

住
宅
・
勝
山 
�
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平

成　

年
建
築
）
③
石
原
住
宅
・
勝

��
山
�
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成
�
年
建

築
）
④
第
�
旭
住
宅
・
美
甘 
�
Ｋ

�
戸
（
平
成
�
年
建
築
）
⑤
禾
津

住
宅
・
湯
原
�
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成

�
年
建
築
）
⑥
立
誠
住
宅
・
落
合

�
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成
�
年
建
築
）

■
募
集
期
限　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
ま
で

■
入
居
予
定
日　

�
月
中
旬

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

ま
た
は
振
興
局
・
各
支
局
住
宅
担

当
窓
口

真
庭
市
市
営
住
宅

入
居
者
募
集
中

�������

�日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�石賀医院（内）・蒜山

　����-��-����

�日

�近藤病院・勝山

　����-��-����

�廣惠医院・北房

　����-��-����

��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�宮島医院（内）・勝山

　����-��-����

��日

�湯原温泉病院・湯原

　����-��-����

�杉江医院・落合

　����-��-����

��日

�落合病院（内）・落合

　����-��-����

�金田病院（外）・落合

　����-��-����

�勝山病院・勝山

　����-��-����

　

�日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�本山医院（内）・落合

　����-��-����

�����

真
庭
市
文
化
芸
術
祭

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

真
庭
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

募
集
し
て
い
ま
す

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
指
定
期
間　

�
年
間

■
手
数
料　

�
万
�
�
�
円

■
受
付
期
間

�
月
�
日
� 
〜　

日
�　

��

■
問
い
合
せ
先 
下
水
道
課 
福
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

創
立　

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
輝

��

い
て　

年
、
夢
と
希
望
を
あ
り
が

��

と
う
」、「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
テ

ー
マ
に
、
記
念
大
会
を
開
催
し
ま

す
。「
老
人
の
役
割
」
と
題
し
西
願

寺
住
職
佐
々
木
大
観
氏
の
講
演
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜
�
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会　

上
原

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

  
＆ 
手
作
り
ハ
ン
モ
ッ
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

 　  ��：��～　開会式
 　  ��：��～　トンボの森づくり
 　  ��：��～　昼食（バーベキュー）
 　  ��：��～　ワークショップ

参加費：���円（中学生以下無料）
※手作りハンモック購入希望者�����円
※ハンモックはトンボ学生服の制服残
布を使用します。
用意するもの：かま、のこぎり、剪定ばさ
み、軍手（おうちにある範囲のもの）
服装：作業しやすい服装（長袖、長ズボン）
申し込み：�月��日� 締切

■問い合わせ・申し込み先
　真庭・トンボの森づくり推進協議会

 事務局環境課　℡����-��-����

�月��日� �������������
津黒いきものふれあいの里

真
庭
市
老
連　

周
年
記
念
大
会

��

こ
れ
か
ら
も
輝
き
ま
す
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聴
覚
障
が
い
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
要

約
筆
記
」を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
も
正
し
く

理
解
で
き
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
〜
�
月　

日

��

��

毎
週
土
曜
日　

午
後
�
時
〜
�
時

（
�
月　

日
休
み
）

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
対
象　

要
約
筆
記
に
関
心
の
あ

る
初
心
者

■
定
員　
　

人
��

■
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

�
千
�
�
�
円  
※
初
回
に
集
金
）

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

中
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

身
体
障
が
い
者
巡
回
更
生
相
談

（
肢
体
・
聴
覚
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

正
午
〜

��

■
場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

身
体
障
が
い
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
、
難
病
患
者

■
内
容　

補
装
具
（
装
具
、
車
い

す
、
補
聴
器
な
ど
）
の
処
方
、
適

合
判
定
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生

医
療
）
給
付
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先 
福
祉
課 
山
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。代
理
人
の
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先 
市
民
課 
中
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
が
発
注
す
る
施
設
な
ど

の
小
規
模
修
繕
や
物
品
・
役
務
の
、

入
札
ま
た
は
見
積
徴
取
に
参
加
を

希
望
す
る
人
の
追
加
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

■
対
象　

建
物
な
ど
の
小
規
模
修

繕
（
大
工
・
左
官
・
屋
根
・
内
装
・

空
調
・
給
排
水
・
建
具
な
ど
）、
物

品
の
製
造
・
販
売
お
よ
び
役
務
の

提
供
に
か
か
る
業
種

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

※
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
、
土
曜

日
、
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。
申
請

内
容
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。受
付
方
法
、

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
真
庭

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

財
産
活
用
課　

佐
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
出
場

者
が
お
す
す
め
の
本
を
一
冊
持
ち

財産活用課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	

・落合地域総合センター建築工事

　（総務課）

　梶岡建設�・�酒井工務店・�森本組特定

　建設工事共同企業体…�������������円

��������	�

・市道草加部線仮設防護柵設置工事

　（建設課）

　�岡田組 …����������円

・市道草澤線道路改良工事（建設課）

　楢木建材�…���������円

��������		�

・蒜山中学校グラウンド整備工事

　（教育総務課）

　�大和建設 …����������円

����������	

・天津・川東こども園（仮称）実施設計業務

　（子育て支援課）

　�猪子建築事務所 …����������円

寄
り
、
順
番
に
一
人
�
分
の
持
ち

時
間
で
、
そ
の
本
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
質
問
時
間
を
は

さ
み
な
が
ら
、
最
後
に
出
場
者
・

聴
衆
の
皆
さ
ん
全
員
で
読
み
た
く

な
っ
た
本
に
投
票
し
、
チ
ャ
ン
プ

本
を
決
め
ま
す
。
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

�
月
�
日
�　

午
後
�
時　

分
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

エ
ス
パ
ス
ホ
ワ
イ
エ

■
受
付
開
始
日　

�
月
�
日
�

■
定
員　

先
着
�
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
市
立
久
世
図
書
館

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

三
村
啓
爾
さ
ん
（
倉
敷
市
）、
三

船
啓
文
さ
ん
（
広
島
県
福
山
市
）、

菱
沼
久
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
平
塚

市
）、
松
田
温
郎
さ
ん
（
山
口
県
山

口
市
）
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
政
策
課

　

ト
マ
ト
銀
行
（
ト
マ
ト
銀
行
交

通
安
全
協
力
会
）
よ
り
、
真
庭
市

へ
横
断
旗
と
夜
光
タ
ス
キ
一
式
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今月の掲載は、�/�、�、��、��日の入札実施分。

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

年
金
相
談

予
約
を
お
忘
れ
な
く

身
体
障
が
い
者
巡
回
更
生
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
納
税

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
出
場
者
募
集

本
好
き
集
ま
れ



Maniwa ��

　

我
武
者
羅
に
駆
け
抜
け
た
在
職

時
代
と
比
べ
、
体
力
・
記
憶
力
・

思
考
力
の
低
下
減
退
を
自
認
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
念
発
起

し
て
始
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

豊
か
な
自
然
を
五
感
に
受
け
、
楽

し
み
な
が
ら
年
中
無
休
で
一
日
一

万
歩
以
上
を
目
標
に
ク
リ
ア
し
て

�
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
知
育

面
で
は
図
書
館
の
有
効
活
用
で
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書
を
通
読

し
て
頭
脳
の
活
性
化
に
努
め
て
い

ま
す
。
健
康
の
基
本
と
い
わ
れ
る

食
事
・
運
動
・
睡
眠
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
、
心
で
体
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
し
な
が
ら
、
変
革
時
代
を

愛
す
る
ふ
る
里
と
つ
な
が
り
、
絆

を
高
め
順
応
同
化
し
て
元
気
に
前

向
き
に
過
ご
し
た
い
と
念
願
し
て

い
ま
す
。

　

若
い
と
き
に
は
考
え
て
も
み
な

か
っ
た
事
で
し
た
が
、
高
齢
者
と

い
わ
れ
る
年
に
な
り
、
今
で
は
体

の
あ
ち
こ
ち
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

一
日
で
も
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
毎
日
は
で
き

な
い
の
で
す
が
、
体
に
無
理
に
な

ら
な
い
よ
う
あ
っ
ち
こ
っ
ち
を　
��

分
ほ
ど
歩
い
て
は
そ
っ
ち
で
休
み
、

景
色
を
眺
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

昔
の
事
を
思
い
出
し
て
は
今
元
気

今
月
の
テ
ー
マ

���
私
の
健
康
法
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��海�です 。
海水浴、楽しかった思い
出など、���字程度でお寄
せください。

川柳の兼題は
��背中�です。
お便りは�月号に同封し
たはがきをご利用ください。
川柳の締め切りは�月��
日�です。

�月号では、

��七夕��
についてお便りを募
集しています。
（ �月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
���通の中から
チ ョ イス

▼

 PN みーちゃん

▼

 森本悠真

▼

 PN ゲゲゲの日太郎

��
心
の
バ
ラ
ン
ス
考
え
て
�

　
 
赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）

PN

で
散
歩
の
で
き
る
事
に
感
謝
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
毎
日
を
健
康
で
人
生
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

と
、
某
通
信
販
売
の
放
送
で
健
康

器
具
の
紹
介
が
。
ど
う
せ
効
果
が

な
い
と
半
信
半
疑
で
見
て
い
る

と
、
だ
ん
だ
ん
引
き
込
ま
れ
て
い

き
、
気
付
い
た
時
に
は
、
購
入
の

手
続
き
を
し
て
い
る
自
分
。
今
ま

で
買
っ
た
も
の
は
数
知
れ
ず
。
届

い
て
数
日
は
、
毎
日
の
よ
う
に
運

動
に
励
み
、
あ
る
日
を
境
に
長
い

休
憩
に
入
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
。

ま
た
運
動
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
と
ま
た
新
し
い
器
具
が
。
ひ

ょ
っ
と
し
て
、私
の
健
康
法
っ
て
、

運
動
す
る
よ
り
も
、
健
康
器
具
を

買
う
事
な
の
か
も
。

ウォーキングのイメージ

���
一 
日
も
元
気
で
�

土
屋
勝
幹
さ
ん（
上
市
瀬
）

��
健
康
器
具
�

匿
名
希
望
さ
ん

 
マ
ダ 
ニ 
に 
注
意 　
!!

　マダニに咬まれると「Ｓ ＦＴＳ（重症熱性血小板減少症候群）」に感染する恐れ
があります。レジャーや山仕事の際は、首にタオルを巻く・長袖長ズボンを履
くなどし、肌の露出を少なくしましょう。室内にマダニを持ち込まないために、
着ていた服は外で脱ぎ、脱いだ服は、すぐに洗濯をするか、ナイロン袋に入れ
口を縛っておきましょう。
　マダニに咬まれても、痛みや痒みをほとんど感じませんが、咬まれているこ
とに気付き、無理に取ろうととすると、口の部分が皮膚内に残ることもありま
すので、医療機関で処置を受けましょう。
　咬まれた後、発熱などの症状がある場合は、感染の恐れがあります。風邪と判断
せず、医療機関を受診し、「マダニに咬まれた可能性がある」ことを伝えましょう。

問い合わせ先　健康推進課　℡����－��－����
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 柴  田   玲 奈    ちゃん
しば た れい な

Ｈ������� 生まれ（鍋屋）
◯応  智子さん（母）

 福  島   健 くん
ふく しま

Ｈ������� 生まれ（山久世）
◯応  宏昭さん（父）

 有  元   海 衣    ちゃん

あり もと み い

Ｈ������� 生まれ（台金屋）
◯応  優衣さん（姉）

 小  椋   陸    くん

お ぐら りく

Ｈ������ 生まれ（上水田）
◯応  健一・菜津子さん（両親）

 桐  山   杏 菜    ちゃん

きり やま あん な

Ｈ������ 生まれ（開田）
◯応  知恵さん（祖母）

 江  川   遼 くん
え がわ

Ｈ������ 生まれ（下中津井）
◯応  泰光・美奈子さん（両親）

 福  山  翔夢     くん

ふく やま つばさ

Ｈ������� 生まれ（下呰部）
◯応  正広さん（父）

 瀬  島  み の り ちゃん
せ じま

Ｈ������� 生まれ（田原）
◯応  美 子さん（母）

 森  田  隼介          くん

もり た しゅんすけ

Ｈ������� 生まれ（栗原）
◯応  広翼・麻美さん（両親）

 松  尾   直 音    くん

まつ お なお と

Ｈ������� 生まれ（古見）
◯応  崇志さん（父）

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ7月生まれ募集中 !

21ページの続きを掲載します。�
情報をお寄せください。 （敬称略）�

■国際文学貢献作家大賞　�/�
　　　　　　　　　　稲田冨美子（本郷）�

■ＦＯＯＤＥＸＪＡＰＡＮ ���� 「ご当地ヨーグル ト
グランプリ」
�/�　千葉県
金賞　蒜山ジャージーヨーグルト
�蒜山酪農農業協同組合

■第��回全国高等学校選抜
　レスリング大会　�/��～��　新潟県
　■同大会中国予選会　�/��～�� 広島市
　写真右上から：��㎏級
�位　団体�位　谷直
樹（蒜山別所）

　左から：団体�位　友
金憲哉（蒜山西茅部）
美甘海音（蒜山下和）

■第��回全国（��歳以上）　
　シニアサッカー大会
　�/��～�/�　静岡県
　■同大会中国予選会　
　�/�～�　島根県
　写真左から：シニア岡
　山ＦＣ　辻泰一郎（大庭）、八木秀雄（目木）

  上を目指して（中国大会や県大会など）

■第��回岡山県児童生徒新春競書大会　�/��　岡山市
　岡山市長賞　磯田まどか（勝山）、倉敷市長賞　竹井聡美
　（勝山）、テレビせとうち社長賞　富岡真弘（勝山）
■第��回中部日本ブラックアンドホワイトショウ　�/�� 　静
　岡県　第�部出品：結果�等�席　中国四国酪農大学校、
　第��部出品：結果リザーブチャンピオン　�長恒牧場
■岡山芸術文化賞美術分野  高本敦基（勝山）   �/��   岡 山市
■第��回中国高等学校ラグビー大会　�/��～��　広島県
　Ｂブロック�位
　津山工業高等学校-池田欣高（下方）、石原治親（関）
　岡田琢史（惣）、竹内大輝（台金屋）、福森竜矢（落合垂水）
　上田大起（目木）

り ょ う

たける
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�����
　   〒���-����  真庭市落合垂水���
　  落合ショッピングセンターサンプラザ� 階
　  ＴＥＬ����-��-����　ＦＡＸ����-��-����
　  開館時間　�：��～��：��

今月のおすすめの本
自
然
と
共
に
学
ぶ

大
田
善
友
さ
ん（
落
合
垂
水
）

　

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加

し
ま
し
た
。
野
鳥
の
魅
力
は
、
鳥

た
ち
に
は
下
心
が
な
く
、
無
心
な

と
こ
ろ
で
す
。
自
然
に
対
す
る
興

味
が
薄
れ
て
き
て
い
る
の
か
、
若

い
人
の
参
加
が
な
い
の
は
さ
み
し

く
思
い
ま
す
。
人
間
は
自
然
と
共

に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
身
近
な

田
舎
を
知
り
、
野
山
を
知
り
、
自

然
に
親
し
む
習
慣
を
つ
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

修
行
を
終
え
て
い
ず
れ
は
父
を

梶
岡
尚
生
さ
ん（
若
代
）

　

帰
省
し
て
富
原
お
茶
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
春
に
高
校

を
卒
業
し
て
、
現
在
は
お
茶
の
本

場
で
あ
る
静
岡
県
で
製
茶
の
修
行

中
。
収
穫
で
き
る
時
期
や
品
種
な

ど
、
お
茶
の
違
い
に
つ
い
て
何
と

な
く
分
か
り
か
け
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
頭
で
覚
え
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
体
で
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
大
変
で
す
が
、
�
年
間

の
修
行
を
終
え
た
ら
こ
の
富
原
に

帰
っ
て
き
て
、
お
茶
づ
く
り
を
頑

張
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
ず

れ
は
父
親
を
越
え
る
、
そ
れ
が
僕

の
目
標
で
す
。

必
要
と
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い

　
　
　
　

千
後
彩
香
さ
ん（
樫
西
）

　
　
　

大
石
奈
那
美
さ
ん（
久
世
）

　

大
学
を
卒
業
し
て
、
真
庭
市
に

帰
っ
て
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま

イラストレーターの著者が、
長年の夢だったカフェをオー
プンすることに！知識ゼロか
ら、自分らしいお店を作るま
での���日間を、イラストや写
真を交えて紹介します。開店
までに必要な資金や手続きに
ついての役立つコラムも充実
しています。

「捨て犬・未来と捨て猫・未来」
今石乃子／著　岩崎書店

「はじめての栽培アサガオ」
松井孝・監修　金の星社

観察日記の定番、アサガオ。
はじめての栽培でも楽しく世
話ができるように、たくさん
の写真やイラストで分かりや
すく解説しています。どんど
ん伸びるつるは暑い夏を涼し
く過ごす「みどりのカーテン」
にも最適です。

し
た
。
真
庭
市
で
就
職
し
よ
う
と

思
っ
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
、

地
元
が
好
き
だ
か
ら
。
人
が
温
か

い
し
、
自
然
も
き
れ
い
。
田
舎
な

と
こ
ろ
が
大
好
き
で
す
。
就
職
し

た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な

い
事
だ
ら
け
で
す
が
、
早
く
必
要

と
さ
れ
る
人
間
に
な
っ
て
、
い
て

よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今

ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
や
、
真

庭
市
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

「外あそび＆外ごはんをはじめよう」
ｎｏｙａｍａ／著　文藝春秋

「��代でちいさなカフェはじめました」
岩上喜実／著　ＫＡＤＯＫＡＷA

自然が多い場所でゆっくり過
ごし、心も体もお腹も満たさ
れてリフレッシュする。シン
プルでかけがえのない時間
は、ちょっとした準備や工夫
があれば、特別な道具や能力
も、頑張りもいりません。ア
ウトドアを気軽に楽しめるコ
ツがギュッと詰まった一冊。

▼

 PN もりたひろと

元・捨て犬、元・捨て猫の二
匹の未来たちは周りの人間や
人間との暮らしについてどう
見ているのか？二匹の目線か
ら捨てられた動物の現状、殺
される命と生きる命、犬と猫
の人間とのかかわり方の違い
について語ります。

▼

 PN なおや▲ 金佐武志
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川 柳   「仲間」
て
れ
な
い
で
話
を
す
れ
ば
仲
間
増
え　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

良
い
仲
間
話
の
ね
た
が
花
か
ざ
り　
　
　

山
中
清
子　
　

蒜
山
下
和

き
び
だ
ん
ご
鬼
も
仲
間
に
し
ま
せ
ん
か　

牧
敏
子　
　
　

樫
西

信
じ
合
い
絆
深
め
る
仲
間
達　
　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

閉
校
で
新
た
な
仲
間
新
学
期　
　
　
　
　

植
田
健　
　
　

下
方

つ
ら
い
時
仲
間
の
力
で
ふ
ん
ば
れ
る　
　

小
谷
美
紗
子　

蒜
山
下
見

な
あ
な
あ
が
仲
間
内
で
の
合
い
こ
と
ば　

林
陽
子　
　
　

曲
り

仲
間
と
の
絆
で
結
ぶ
過
疎
の
村　
　
　
　

稲
岡
雅
子　
　

上

若
い
仲
間
に
溶
け
て
開
い
た
姥
桜　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

再
会
に
仲
間
と
約
束
夢
を
追
う　
　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

白
か
黒
敵
を
待
っ
て
る
囲
碁
仲
間　
　
　

沼
本
治
国　
　

鹿
田

同
じ
趣
味
集
う
仲
間
の
手
が
温
い　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

八
十
路
過
ぎ
仲
間
と
遊
び
大
笑
い　
　
　

小
椋
都　
　
　

蒜
山
下
福
田

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
は
み
な
仲
間　
　
　

神
谷
水
せ
ん　

久
世

ボ
ケ
防
止
仲
間
と
共
に
趣
味
を
持
ち　
　

仲
田
孝
江　
　

組

支
え
合
う
仲
間
が
あ
っ
て
明
日
が
満
ち　

横
山
と
も
子　

久
世

言
い
た
い
事
言
へ
る
仲
間
に
あ
る
禁
句　

行
本
愼
五　
　

久
世

選：久世川柳会　則金 泉さん
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今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

新
緑
浴
び
る
毘
沙
門
滝
（
�
月�

日
）

��

取
材
後
に
北
房
地
区
（
上
水
田
）
に
あ
る
新
緑
に
包
ま
れ
る
毘
沙
門
滝

を
訪
れ
ま
し
た
。
木
陰
に
た
た
ず
む
小
さ
な
滝
は
、
こ
れ
か
ら
の
汗
ば

む
季
節
に
は
、ふ
と
立
ち
寄
っ
て
み
た
く
な
る
場
所
で
す
。

▼

 PN カイリュウ

▼

 PN みーたん

　�月は食育月間です。また、毎月��
日は食育の日です。真庭市食育推進協
議会では、食育に関するクイズを行い
ます。クイズに答えて、食の大切さに
ついて、みんなで考えましょう。

■応募方法
　はがきに①答え（○か×）②住所③氏
名④年齢⑤電話番号を明記し応募してく
ださい。全問正解者には、抽選で記念品
をお送りします。なお、発表は記念品の
発送をもって換えさせていただきます。
■応募先
　〒���-����  真庭市久世����-�
　健康福祉部健康推進課
　「まにわ食育クイズ係」
■応募締切　
　�月��日�まで
■問い合わせ先
　健康推進課　兵江
　℡����-��-����・Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

クイズ ○か×でお答えください
問�　家族や友人など誰かと共に食事

をすることを「共食」という。

問�　米粉の原材料は、麦である。

問�　和食のマナーとしては、箸の先
をなめる「ねぶり箸」は行儀が
悪い。

問�　夏バテ防止のため、「土用の丑の
日」にどじょうを食べるとよい。

問�　米一俵の重さは、��㎏である。

問�　ところてんやみつ豆に入ってい
る「寒天」は、てんぐさからで
きている。

問�　成人における野菜の�日の接種
目標は���ｇである。

問�　いかの足は�本である。

問�　就寝前に食事をとると太りやすい。

問��　塩分の多い順は、『しょうゆ＞ウ
スターソース＞ケチャップ』で
ある。

 ６ 月は食育月間
「まにわ食育クイズ」に挑戦しよう
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地
産
地
消
で
食
品
を
買
う
・
使

え
る
食
材
は
使
い
き
る
工
夫
を
す

る
・
鍋
の
底
の
水
滴
は
拭
い
て
か

ら
火
に
か
け
る
・
残
さ
ず
最
後
ま

で
食
べ
る
・
資
源
ご
み
を
き
ち
ん

と
分
別
し
て
出
す
な
ど
、
毎
日
の

「
食
」に
つ
い
て
エ
コ
な
取
り
組
み

を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

真
庭
市
で
は
、
市
民
を
対
象
に

環
境
学
習
の
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
・
エ

コ
バ
ッ
グ
作
り
な
ど
、
環
境
に
関

す
る
学
び
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

環
境
学
習
の
希
望
や
相
談
が
あ
れ

ば
環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
で
は
、
毎
月　

日
を
県

��

下
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
と
定

め
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
こ
と

で
家
庭
ご
み
と
二
酸
化
炭
素
の
発

生
量
を
削
減
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
は

原
油
（
ナ
フ
サ
）
を
精
製
し
て
作

る
た
め
、
レ
ジ
袋
の
使
用
量
を
減

ら
す
こ
と
で
石
油
資
源
の
節
約
に

も
な
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
に

は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
き
、

あ
な
た
も
今
日
か
ら
エ
コ
な
買
い

物
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

岡
山
県
で
は
�
月
�
日
〜　

月
��

　

日
を
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
期
間
、

��そ
の
中
で
も
�
月
�
日
〜
�
月　
��

日
を
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間

と
し
て
積
極
的
な
ク
ー
ル
ビ
ズ
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
無
理

の
な
い
範
囲
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
や

た
て
す
な
ど
を
活
用
し
、
こ
の
夏

は
冷
房
に
頼
ら
ず
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
�
月
�
日
は
、
ク
ー
ル
ア

ー
ス
・
デ
ー
。
照
明
を
消
し
て
天
の

川
を
見
な
が
ら
、
地
球
環
境
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、
低
炭
素
社
会

へ
の
歩
み
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
職
場
に
お
け
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
の
日
で
す
。
�

月
�
日
の
午
後
�
時
か
ら
�
時
間

の
間
は
家
の
明
か
り
を
消
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
夏
の
夜
空
を
眺
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

余った食材も上手に使って料理にチャレンジ！

エコバックを持つことを
心掛けましょう

薄着で過ごし、冷房は
��℃を目安にしましょう

普段の電気もこまめに
確認しましょう

���
�
��
�で
エ
コ

���
�
��
�で
エ
コ

���
�
��
�で
エ
コ

���
�
��
�で
エ
コ

問い合わせ先　生活環境部環境課　柿本　℡����-��-����

次世代に思 い つなげ るエコラ イ フ
�月は全国統一の環境月間です。
家庭や職場などで地球環境にやさしいエコな
取り組みを始めてみませんか。

環境  
  月間

� 月 は

不法投棄
は ダ メ ！
絶対 ！

　ごみを違法に捨てた人は、�年以

下の懲役または�����万円以下の罰

金を科され、投棄ごみの処分も行う

責任があります。不法投棄を見かけ

た場合は、警察署・市環境課にご連

絡ください。不法投棄禁止啓発看板

などが必要な場合もご相談ください。
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市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

叙勲を受けられた方を
ご紹介します。
おめでとうございます。

春の叙勲

危険業務従事者叙勲

　昭和��年東京消防庁へ入

庁し、昭和��年に真庭消防

組合へ入署されました。総

務課長・次長などを歴任さ

れ、救急活動の高度化を推

し進めるため、救急救命士

の養成など救命率の向上に

尽力されました。

�����
元真庭市消防指令長

森　稔さん（久世）

　昭和��年に美甘村消防団

に入団以来��年間、分団長・

副団長などを歴任されまし

た。美甘村を襲った災害で

の人命救助や、地域住民を

対象にした防火講習会を開

催するなど、地域消防に貢

献されました。

�����
元美甘村消防団副団長

半田明徳さん（鉄山）

　昭和��年湯原町消防団に

入団、昭和��年常備消防第

�期生として入署されまし

た。消防署副所長・蒜山分

署上級分署長などを歴任さ

れ、地域住民の防火意識の

啓蒙を図るなど尽力されま

した。

�����
元真庭市消防指令長

長須　豊さん（下湯原）

　昭和��年に勝山町消防団

に入団以来��年間、市消防

団方面隊長・副団長などを

歴任されました。年一回の

分団操法訓練大会の実現、

婦人防火クラブ・幼年消防

クラブ結成など地域消防に

貢献されました。

�����
元真庭市消防団副団長

川上定男さん（江川）

　昭和��年に北房町消防団

に入団以来��年間、市消防

団方面隊長・副団長などを

歴任されました。全団員の

規律および消防訓練の実施

や新入団員の集中訓練を提

案されるなど、団員の資質

向上に貢献されました。

�����
元真庭市消防団副団長

中嶋治喜さん（上中津井）

　昭和��年に阿哲郡千屋村

青年学校赴任以来、昭和��

年退職までの��年間教育一

筋に歩まれました。美甘中、

新庄中赴任時には、へき地

の学力を高めることに力を

注ぎ、地方教育振興に尽力

されました。

�����
元美甘中学校校長

山口義雄さん（美甘）

　昭和��年から県議を�期

��年間、平成��年からは初

代真庭市長に就任し、�期

�年間務められました。こ

の間、県議会議長や全国都

道府県議長会副会長、県市

長会長なども歴任され地方

行政に尽力されました。

�����
元真庭市長

井手紘一郎さん（西河内）

高齢者叙勲
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津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
が
主
催

す
る
「
真
庭
の
タ
ン
ポ
ポ
観
察
会
」
が
�

月　

日
、
上
水
田
の
備
中
鐘
乳
穴
周
辺
で

��
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
親
子
連
れ

　

人
が
参
加
。
専
門
家
が
在
来
種
と
外
来

��種
の
見
分
け
方
な
ど
を
説
明
し
、
周
辺
の

道
路
を
散
策
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
見

分
け
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る 
総  
苞  
外  
片 

そ
う 

ほ
う 

が
い 

へ
ん

（
花
び
ら
の
付
け
根
の
部
分
）な
ど
を
じ
っ

く
り
と
確
認
し
な
が
ら
サ
ン
プ
ル
を
採
集

し
、
分
布
デ
ー
タ
の
も
と
と
な
る
調
査
用

紙
に
記
録
し
ま
し
た
。

タンポポをじっくりと観察する参加者

タ
ン
ポ
ポ
見
分
け
分
布
調
査

真
庭
の
タ
ン
ポ
ポ
観
察
会作り方を習いながら一つ一つの作業を丁寧に行う参加者

　

�
月　

日
、
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

��

と
「
豆
本
を
作
ろ
う
！
」
が
久
世
図
書
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
ら
約

　

人
は
、
図
書
館
職
員
か
ら
指
導
を
受
け

��な
が
ら
、
真
剣
な
表
情
で
手
の
ひ
ら
よ
り

小
さ
い
豆
本
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
Ｂ
�
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
は
さ

み
で
切
れ
目
を
入
れ
て
折
り
曲
げ
、　

ペ
��

ー
ジ
に
し
た
後
、
厚
紙
を
折
り
曲
げ
た
カ

バ
ー
を
の
り
付
け
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
自
で
好
き
な
絵
な
ど
を
描
き
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
豆
本
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

自
分
だ
け
の
本
づ
く
り
挑
戦

豆
本
を
作
ろ
う
！

新緑の蒜山を満喫新緑の蒜山を満喫
　蒜山山開き蒜山山開き

　

蒜
山
山
開
き
が
�
月　

日
、
塩
釜
石
彫
公
園
で
行

��

わ
れ
ま
し
た
。
安
全
祈
願
の
後
、
蒜
山
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
愛
好
会
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
晴
天
の
空
に
優

し
い
音
色
が
響
き
ま
し
た
。
山
開
き
に
合
わ
せ
、
中

蒜
山
山
頂
付
近
（
標
高
一
一
二
二
）
で
は
、
兵
庫
県

や
倉
敷
市
な
ど
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
愛
好
家

が
訪
れ
、
眼
下
に
広
が
る
雄
大
な
景
色
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
山
頂
か
ら
は
、
日
本
海
や
新
緑
の
蒜
山

高
原
が
見
渡
せ
、
蒜
山
三
座
に
は　

月
下
旬
の
シ
ー

��

ズ
ン
終
了
ま
で
�
万
人
が
訪
れ
ま
す
。

写真上：中蒜山頂上付
近を歩く登山者
写真下：蒜山山開きで
演奏する蒜山アルプホ
ルン愛好会
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

富
原
お
茶
ま
つ
り
が
�
月　

日
、
富
原

��

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
か
れ
ま
し

た
。
新
茶
の
時
期
に
合
わ
せ
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
今
回
で　

回
目
。
茶
摘

��

み
や
手
も
み
製
茶
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
お

茶
づ
く
り
を
体
験
で
き
る
と
あ
っ
て
、
市

内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
ら
が
訪
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
新
茶
や
地
元
団
体
手
づ
く

り
の
品
の
販
売
テ
ン
ト
が
並
び
、
来
場
者

は
季
節
の
味
を
堪
能
。
ま
た
、
富
原
小
学

校
の
児
童
�
人
が
茶
娘
の
姿
で
加
わ
り
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

茶娘と一緒にお茶摘みを楽しむ参加者

鋭いスイングでボールを打ち返すバッター

　

�
月　

日
、
第　

回
真
庭
市
社
会
人
ソ

��

��

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
宮
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
真
庭
市
内

か
ら
男
子
�
チ
ー
ム
、
女
子
�
チ
ー
ム
が

出
場
。
男
子
は
�
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

予
選
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
�
位
に
よ

る
決
勝
戦
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は

優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。（
主
な
成
績
、
男
子
①
ガ
ン
バ
天
津
②

田
下
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
③
月
田
Ｓ

Ｃ
、
湯
原　

女
子
①
や
ま
び
こ
②
大
旦
モ

ン
キ
ー
ズ
）

投
打
で
ナ
イ
ス
プ
レ
ー

真
庭
市
社
会
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　　 愛情込めて育てた成果は

第��回蒜山高原ジャージー

スプリングショーが、蒜山

ホースパーク馬術競技場で

開催されました。��カ月か

ら�歳以上の部までの合計

��頭が出品され、愛情込め

て育てた牛の育成の成果を

競いました。

�/��

　　 野鳥を通じて自然を学ぶ

落合野鳥の会主催のバード

ウォッチングが開かれ、�

人が参加しました。それぞ

れ持ち寄った双眼鏡や単眼

鏡で、野鳥の様子や水辺の

生物などを観察しました。

野鳥観察を通じて、自然を

満喫した一日でした。

�/��

　　 愛好家同士のふれあいも楽しむ

春の山野草展（勝山一草会

主催）が、勝山文化センタ

ーで行われました。会場に

は、カラマツソウやイワナ

ンテン、寄せ植えなど約���

点を展示。出品者は訪れた

愛好家と山野草の育成など

を語り合いました。

�/��

　　�人の曾孫と一緒にハイ、チーズ

岡田貞子さん（組）が�月��

日に百歳を迎えられました。

長年愛育委員を務めるな

ど、地域のリーダー的な存

在だった岡田さん。現在は、

週�日のデイサービスを楽

しみに、毎日元気に過ごさ

れています。

�/��

　　弦楽器の魅力をクラ シ ック曲で表現

真庭エスパス文化振興財団

がハイクラッドコンサート

を湯原温泉ミュージアムで

行いました。市民に音楽を

体感してもらうことを目的

に市内各所で開催してお

り、この日は約��人が弦楽

器の魅力に触れました。

�/��

昔
な
が
ら
の
製
茶
を
体
験

富
原
お
茶
ま
つ
り
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

近
所
の
道
端
に
咲
い
て
い
た
タ
ン
ポ

ポ
は
ほ
と
ん
ど
外
来
種
。
取
材
で
見
分

け
方
を
か
じ
っ
た
私
の
結
論
で
す
。
在

来
の
も
の
と
比
べ
る
と
花
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
っ
て
ま
さ
に
「
欧
米
人
並
み
」。

き
ゃ
し
ゃ
な
在
来
種
を
ち
ょ
っ
と
応
援

し
た
く
な
り
ま
す
。
彼
ら
に
罪
は
な
い

の
で
し
ょ
う
が
、「
外
来
種
」
と
い
う
言

葉
の
イ
メ
ー
ジ
で
つ
い
つ
い
敵
視
。
よ

く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
た
ね
と
大
き
な
心
で

見
守
り
た
い
も
の
で
す
。 

江
崎

　

蒜
山
山
開
き
に
合
わ
せ
て
、
中
蒜
山

に
登
り
ま
し
た
。
久
々
の
登
山
で
し
た

が
、
楽
し
く
登
れ
ま
し
た
。
と
言
え
れ

ば
い
い
の
で
す
が
、
登
り
も
下
り
も
正

直
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。
考
え
て
み
る

と
、　

キ
ロ
の
男
性
と
比
べ
て
、
僕
は

��

数
十
キ
ロ
の
重
り
を
余
分
に
背
負
っ
て

登
っ
て
い
る
よ
う
な
も
ん
で
す
か
ら
、

そ
り
ゃ
し
ん
ど
い
で
す
よ
ね
。
と
り
あ

え
ず
、
筋
肉
痛
が
翌
日
に
出
て
、
ま
だ

若
い
事
を
実
感
し
ま
し
た
。 

横
山

　

豆
本
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
作
っ

て
い
て
、
本
に
親
し
み
を
持
つ
よ
い
機

会
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
電
子
書
籍
が
利
用
で
き
ま
す

が
、私
は
紙
の
本
の
ほ
う
が
好
き
で
す
。

本
は
置
い
て
あ
る
と
目
視
で
き
、
読
み

か
け
だ
と
、
つ
い
手
に
と
っ
て
続
き
を

読
む
こ
と
も
…
。
そ
こ
に
は
、
紙
の
本

な
ら
で
は
の
魅
力
が
あ
る
の
で
は
と
感

じ
て
い
ま
す
。 

小
山

巫女がお神酒で砂湯を清めた後、薬湯を注ぎ入

れます。厳かに整えられた砂湯は格別。この日

だけの「一番風呂」をお楽しみください。

 �：��　温泉感謝のつどい（砂湯）

 �：��　温泉之祖神参拝（市営駐車場裏）

 �：��　露天風呂大掃除（砂湯）

 �：��　お湯取りの儀（温泉薬師堂）

 ��：��　各種イベント（温泉街など）

【問い合わせ先】湯原町旅館協同組合　℡����-��-����

いつも心と体を温めてく

れる砂湯を、日頃の感謝

を込めてみんなでせっせ

と洗います。参加、見学

自由です。気軽にお越し

ください！

薬湯を巫女（みこ）が酌み

取り、白装束に身を包ん

だ若者が砂湯まで運びま

す。ホラ貝が響きわたる

温泉街は、いつもと違っ

た雰囲気に包まれます。

温
泉
の
恵
み
に
感
謝
を
込
め
て
！

込
め
て
！

湧
き
出
る
温
泉
に
感
謝
！

温
泉
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
た

温
泉
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
先先
人
に
感
謝
！

人
に
感
謝
！

温
泉
を
支
え
る
地
元
の
方
々
に
感
謝

温
泉
を
支
え
る
地
元
の
方
々
に
感
謝
！！

お
越
し
く
だ
さ
る
お
客
様
に
感
謝
！

お
越
し
く
だ
さ
る
お
客
様
に
感
謝
！

　

�
月　

日
�
の
午
前
�
時　

分
か
ら
、

��

��

恒
例
の
露
天
風
呂
の
日
を
開
催
し
ま
す
。

温
泉
街
の
各
所
で
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る

ほ
か
、
午
前　

時
〜
午
後
�
時
ま
で
は
協

��

賛
旅
館
が
内
湯
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

温
泉
の
恵
み
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

６･

２
６
露
天
風
呂

露
天
風
呂
の
日�

第
　
回
湯
原
温
泉
郷�

６･

２
６
露
天
風
呂
の
日�

２８�
ろ
て
ん
ぶ
ろ�
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　源泉かけ流し宣言をした全国の温泉地が湯原温泉に集まり、「源
泉と自然×医療が導き出す答えとは？」をテーマとして、温泉
の活用や可能性などについて考えます。入場無料です。

■開催日  �月��日�　■場所  湯原ふれあいセンター

事例発表　温泉と医療のコラボ  湯けむり ドック温泉指南役事例発表
��������     ［発表］ 湯原温泉病院  野村修一 院長

基調講演　「温泉医学の可能性を探る」
��������     ［講師］ 温泉学者 松田忠徳 教授

・鼓笛パレード

・ふれあいバザー

・野点茶席

・湯気夢里寄席　など

��������
��������	
��
�

　露天風呂の日に合わせ、期間限定で湯原温
泉協賛旅館の内湯を���円で開放します。真庭
市民限定です！

■実施日　�月��日�～��日�
　　　　　　（��日の��：��～��：��は無料）

※入浴が可能な時間は各施設で異なります
※入浴料は１カ所ごとにお支払いください
※運転免許証など住所が分かるものをご持参
　ください


